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国を越えて広がる大気汚染に取り組む 

 
財団法人日本環境衛生センター酸性雨研究センター 総括研究員 ○山下 研 

 
1 はじめに 

酸性雨を始めとする国境を越えて起きる越境大気汚染問題は、人間を含む生

態系への影響と、その原因物質の排出と長距離の移動を含む複雑な問題です。

つまり、工場のボイラーや自動車のエンジンから大気中に排出される化石燃料

の燃焼によって生じた排ガスの中に含まれる窒素酸化物 (NOx)や二酸化硫黄

(SO2)などが、上空の気流に乗って数百 km から数千 km もの長距離を輸送され

る間に、太陽の光によって酸化され、硝酸(HNO3)や硫酸(H2SO4)となって地表

に降りてきて沈着し、生態系を酸性化して生物に大きな影響を与える問題なの

です。 
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NADP – National Atmospheric Deposition Program

CAPMoN – Canadian Air Pollution Monitoring Network

EMEP – European Monitoring and Evaluation Programme

LBA - Large-scale Biosphere-Atmosphere Experiment in Amazonia

IDAF - IGAC/DEBITS/Africa
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図 1 世界各地の大気汚染モニタリングネットワーク(WMO の HP より作成) 
 

酸性雨、オゾン、微小粒子状物質など、国を越えて広がる大気汚染問題につ

いては、アジア地域でもいくつかの国際的な取組が行われています。その中で

も、設立の際や活動の中で特に日本が重要な役割を果たしている東アジア酸性

雨モニタリングネットワーク(EANET)を中心に、その他のいくつかの取組につ

いてもお話しします。 
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2 欧州での酸性雨被害と対策 

欧州では、1950 年代後半から、ノルウェーやスェーデンなど北欧の湖沼や河

川が酸性化して魚などが激減したり、木々が立ち枯れて森林が衰退してしまう

など、生態系に深刻な影響を与えていることが大問題となり、その原因をつき

とめることが緊急の課題となりました。スェーデンの政策担当者は経済協力開

発機構(OECD)に、酸性雨モニタリングのための国際共同プロジェクトの実施

を呼び掛け、1972 年には OECD は大気汚染物質の国際共同プロジェクトを発

足させました。 
これらの情勢を背景に、1977 年には、国連欧州経済委員会(UN/ECE)が事務

局となって、欧州全域を含んで、欧州における大気汚染物質の長距離輸送評価・

監視のための共同計画（EMEP）が発足し、ヨーロッパ全域に酸性雨の測定網

が広げられました。また同年、ノルウェーは、スェーデンとフィンランドの協

力を得て、越境大気汚染を引き起こす大気汚染物質の削減に関する国際条約の

締結の提案を、UN/ECE の会議において行いました。欧州での大量の汚染物質

排出国であるドイツ、イギリスなどは最初は自分たちの国からの排出が北欧等

での酸性雨の原因であるとは認めようとしませんでしたが、モニタリングやモ

デルでの計算結果などの科学的な証拠とともに、世論の関心の高まりなどを背

景として、徐々に認識を改めるようになっていきました。 
その後得られた科学的な知見を基にして、国際交渉が行われた結果、1979

年に採択された長距離越境大気汚染条約では長距離大気汚染を削減することを

明記し、各国が大気汚染物質に関する情報の交換や協議、共同の研究やモニタ

リングを行ない、対策に取り組むための政策や戦略を作ること等が規定されま

した。この条約には、汚染物質排出削減のための具体的な規定は組み込まれて

いませんでしたが、その後この条約を実際に実行するための国際的取り決めと

して、これまでに８つの議定書が制定されてそれぞれ発効しており、「枠組み条

約」として気候変動枠組み条約などのこの後の他の地球環境問題の環境条約の

モデルとなりました。 
 

3 北米・カナダでの酸性雨被害と対策 
カナダでは、1960 年代から魚類等が減少する湖沼が次第に増加し、また米国

でも湖沼群などで魚類が消滅しつつあることが警告されました。このため、カ

ナダでは 1976 年に「カナダ降水採水網」(現在は CAPMoN)を、米国では 1978
年に「国家大気降下物測定プログラム(NADP)」を発足させ、両国は酸性雨の

包括的なモニタリング等を開始しました。1990 年には米国で大気清浄化法が改

訂され、有害大気汚染物質の対象範囲を大幅に広げて排出基準を厳しくし、ま

た SO２の排出権取引の制度を発足させました。米国、カナダの間でも最初から

協力して酸性雨問題のための対策を始めたわけではありませんが、共同のモニ

タリングやモデルの計算結果を基にした継続的な協議によって、両国は歩調を

合わせるようになりました。 
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米国での大気清浄化法制定後、米国とカナダ両国は協定交渉を開始し、1991
年には米加二国間越境大気汚染協定が調印されました。この協定では、両国が

科学技術的活動及び経済的研究を継続的に行い、情報交換の実施や大気質委員

会の開催などを行うことによって越境大気汚染削減のための対策を講じること

が決められました。汚染物質である SO2 や NOx の排出削減については

Annex(附属書)1(二酸化硫黄及び窒素酸化物に関する特定目標)で具体的に規定

され、附属書 2(科学技術的活動と経済的研究)ではモニタリングや情報交換活動

などが規定されました。 
 
4 アジアでの酸性雨被害と対策 
  アジアでは、近年の経済発展に伴うエネルギー消費と汚染物質排出量の増大

を考慮すると、欧米で現れた酸性雨の被害が東アジアでも深刻な問題となる恐

れがあることが指摘されています。そこで 1993 年から 1997 年にかけて日本国

内で 4 回の専門家会合が日本の主催で開催されましたが、その議論の結果を踏

まえて、東アジア酸性雨モニタリングネットワーク (EANET: Acid Deposition 
Monitoring Network in East Asia)の活動が 1998 年から開始され、東アジアの

酸性沈着及び生態系への影響監視・評価の国際協力プログラムが実施されるこ

とになりました。EANET は約 2 年半にわたって行われた施行稼働の後、2000
年に新潟で開催された第２回 EANET 政府間会合で、2001 年からの EANET
の本格的な稼働開始が決定されました。 
 

ロシア:4/4
モンゴル:2/2
中国:8/3
韓国:3/3
日本:12/12
フィリピン:3/3
ベトナム:2/2
タイ:6/6
カンボジア:1
ラオス:1
マレーシア:4/3
インドネシア:5/1
ミャンマー:1

Nakhon Ratchasima

Yangon

Danum Valley

Tokyo

Mt. Sto. Tomas

酸性雨モニタリングサイト(2008年)湿性/乾性

合計 52/42

 
図２ EANET の観測地点(湿性・乾性沈着、2008 年) 
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また新潟市に設置されている酸性雨研究センターが EANET の科学技術的機

能を担うネットワークセンターとして指定され、事務局はバンコク郊外にある

国連環境計画アジア太平洋地域資源センター(UNEP RRC.AP)が指定されまし

た。EANET は参加国での酸性雨のモニタリング活動の他、酸性雨に関する調

査・研究、参加国への研修活動等を行ってきており、東アジアの酸性雨のモニ

タリングデータや状況に関する報告書を公表しています。2006 年に公表された

「東アジア酸性雨状況報告書」では、EANET 参加国の酸性雨を含む大気汚染

に関する状況と対策の実施状況とともに、欧州や北米の酸性雨の状況と比較し

て、地域全体としては概ね同程度の強さを持った酸性雨が観測されているが中

国北部では黄砂等の影響で酸性度が低くなっていることなどその性質に東アジ

アの特徴があることや、酸性雨の生態系への影響を正確に把握するには長期間

のモニタリングが必要なことなどが指摘されています。 
東南アジアでは、東南アジア諸国連合(ASEAN)が国連環境計画(UNEP)の協

力を得て、1978 年から 1992 年にかけて３つの ASEAN 小地域環境計画(ASEP)
を策定し、また 1993 年には新規 ASEAN 戦略環境行動計画が採択されて、プ

ログラムが実施されてきています。ところで、1990 年代に入るとインドネシア

の山火事による煙害が海を越えてマレーシア、シンガポール、ブルネイ、フィ

リピンまでもたらされ、被害は極めて膨大・多岐にわたったことから、近隣諸

国はインドネシアに対して対策をとるように要請しました。1997 年になるとつ

いにインドネシア政府も規制に乗り出し、ASEAN 煙害対策閣僚会議で地域的

煙害対策行動計画(RHAP)が策定され、また 2002 年には越境煙害に関する

ASEAN 協定が締結されて、地域でのモニタリング及び早期警戒システムの設

置など、全域的監視体制に基づく情報交換や、技術的相互協力の推進などが図

られてきています。 
 一方南アジアでは、南アジア地域の国際環境協力を進めるために、1982 年に

南アジア共同環境計画(SACEP)が設立され、UNEP やノルウェー開発協力庁

(NORAD)などの協力により環境アセスメントや研修事業など様々なプロジェ

クトが実施されてきています。その中でも、1998 年に SACEP 第 7 回管理協議

会で設立することが決定された、南アジアの大気汚染とその越境影響防止及び

規制に関するマレ宣言は、参加国での大気汚染モニタリングの実施、行動計画

の作成、排出インベントリの作成など、越境大気汚染問題対策に関する包括的

な活動を実施してきています。 
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